
鹿児島県立鹿児島工 業高等学校大煙突
か ご し ま け んりつ か ご し まこうぎょうこうとうがっこうだいえんとつ

2 57 1所 在 地：鹿児島市草牟田 - -

構造規模：煉瓦造，高さ１８ｍ，ボイラー付

竣 工：大正９（ ）年1920

機械科で使用する工作機械を稼働させるためのス

チームボイラーとともに建設。高さ１８ｍの煉瓦造

煙突で，八角形の基部をイギリス積，塔身を小口積

として構築する。径１．２ｍ，長４．５ｍの鉄製ボ

イラーとともに学校や地域の景観に欠かせない存在

となっている。

登録有形文化財 - 平 登録46 0015 16.6.9

登録基準：国土の歴史的景観に寄与しているもの

新大橋
しんだいばし

所 在 地：薩摩川内市入来町浦之名蒲生原

構造規模：石造２連アーチ橋，長２４ｍ，幅３ｍ

竣 工：明治 （ ）年42 1909

町の中央部を東西に流れる後川内川に架かる道路

橋。橋長２４ｍ，幅員３ｍ，径間長１１ｍの石造２

連アーチ橋。壁石は布積（水平積み）で築く。近世
ぬのづみ

以降蓄積された石造技術を生かしつつも，道路交通

に配慮した反りのない直線的な形状で，近代性が表

れている。

登録有形文化財： - 平 登録46 0016 1611.8

登録基準：国土の歴史的景観に寄与しているもの

池田家住 宅主屋
い け だ け じゅうたくしゅおく

11 1所 在 地：霧島市横川町中ノ小字上岸田 -

構造規模：木造２階建，瓦葺，面積 ㎡87

竣 工：明治末期

桁行６間半梁行６間半規模，入母屋造，桟瓦葺
さんがわらぶき

の木造２階建で，通りに東面して建つ。１階は表側

から北側にかけて土間を設け，南側に座敷を配した

伝統的町家のつくりになるが，２階はたちの高い下
まち や した

見板張に上げ下げ窓を並べた洋風のつくりで際だっ
み いたばり

た存在になる。

登録有形文化財 - 平 登録46 0017 17.7.12

登録基準：造形の規範となっているもの

池田家住 宅石倉
い け だ け じゅうたくいしぐら

11 1所 在 地：霧島市横川町中ノ小字上岸田 -

構造規模：木骨石造２階建，瓦葺，面積 ㎡46

竣 工：明治末期

主屋の北側に位置し，東西棟で東妻面を通りに見

せて建つ。桁行５間梁間２間半，切妻造，桟瓦葺の

２階建てで，床組や小屋組を石造外周壁の内側に沿
ゆかぐみ こ や ぐみ

わせた木柱で指示する木骨石造の倉庫。平入で南面
ひらいり

に戸口を設け，外部の腰は石積を露わにし，上部は
こし

漆喰塗とする。

登録有形文化財 - 平 登録46 0018 17.7.12

登録基準：造形の規範となっているもの


